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減損損失（特別損失）の計上に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 29 年３月期第３四半期会計期間（平成 28 年 10 月１日～平成 28 年 12 月 31 日）

において、下記の通り固定資産の減損損失を特別損失として計上する見込みとなりましたので、

お知らせいたします。 

記 

 

１．固定資産の減損損失（特別損失）の内容 

 当社は、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、当社が保有する工場、本社等の固定資

産について、当社を取り巻く「経営環境の悪化」を理由に減損の兆候が見られたことから、帳

簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失（特別損失）246 百万円（第３四半

期会計期間）として計上する見込みとなりました。 

なお、回収可能価額は正味売却価額により測定しており、主に不動産鑑定評価額を正味売却

価額としております。 

 

２．今後の見通し 

 平成 29 年３月期の通期業績見通しにつきましては、平成 29 年３月期第４四半期会計期間の

受注見込み、保有固定資産の売却見込み等を現在精査中であり、業績予想の修正が必要と判断

される場合は、速やかに公表いたします。 

 

（参考）当期連結業績予想（平成 28 年 11 月 11 日公表分）及び前期実績 

（単位：百万円）

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益

当期連結業績予想 

（平成 29年３月期） 
4,000 60 10 5 

前期実績 

（平成 28年３月期） 
4,498 △406 △473 △524 

 

（注）本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情

報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨

のものではありません。 

 また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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